
 

 

 

 

2 0 2 3 年 9 月 2 2 日 

島根県森林組合連合会 

農林中央金庫中国営業部 

 

島根県酒造組合への木製品寄贈のお知らせ 

～島根県森林組合連合会・農林中央金庫の連携企画～ 

 

島根県森林組合連合会（以下、県森連）は、地域の森林整備の中心的な担い手として、森林の

持つ多面的機能の発揮に貢献しています。また農林中央金庫（以下、農林中金）は、農林水産業

の協同組合を基盤とする金融機関として、地元産材利用の重要性、木の良さを多くの方々に知っ

ていただくことで、森林資源の循環の促進を図るとともに、地域社会への貢献を目指す国産材利

用拡大活動に取り組んでいます。 

この度、県森連および農林中金は、上記活動の一環として、島根県酒造組合に県産材を利用し

た木製品を寄贈し、島根県酒造組合主催の「しまねの地酒フェア」にて来場者に配布いたしますこ

とをお知らせいたします。 

島根県酒造組合は、島根県内の 28の蔵元を組合員として「日本酒発祥の地」とされる島根の清

酒の PR活動や需要開発事業を行っており、例年、松江・東京・大阪にて島根県の清酒の PRを目

的とする「しまねの地酒フェア」を開催しています。寄贈する木製のぐい吞みは６種（さくら・けやき・

くるみ・ひのき・くわ・とち）の島根県産材にて製作し、底面には 26銘柄を刻印しており、2023年度

の「しまねの地酒フェア」全会場にて数量限定の来場者プレゼントとして配布いたします。 

今回の活動を通じて、多くの利用者に木製品に触れていただき、国産材および島根県産材の

魅力を知っていただくことで、国産材利用拡大の一助となればと考えております。 

つきましては、下記のとおり寄贈品の配布を行いますので、お知らせいたします。 

 

記 

１. 寄贈先 

島根県酒造組合 

 

2. 配布日程 

・第１回 大阪会場 

日時：2023年 9月 23日（土) 12:30～14:30/15:00～17:00 

場所：國民會舘 12階 大ホール（大阪府大阪市中央区大手前 2-1-2）  



・第２回 東京会場 

日時：2023年 10月 9日（月)  12:30～14:30/15:00～17:00 

場所：東京交通会館 12階カトレアサロンＡ（東京都千代田区有楽町 2-10-1） 

 

・第３回 松江会場 

日時：2023年 10月 14日（土) 16:00～19:00 

場所：松江城 馬留跡 （島根県松江市殿町 1-5） 

※松江会場では県森連および農林中金から島根県酒造組合への寄贈式を開催いたしま

す。  

 

3. 寄贈品 

木製ぐい吞み 240口（各会場 80口配布予定） 

 

 

２．これまでの取組み 

 県森連および農林中金は、国産材利用拡大活動として、これまでも県内の観光施設や小学校へ

の木製ベンチ寄贈等を通じて、共同で本活動に取り組んでまいりました。直近５年間の活動内容

は以下のとおりです。 

  

 

年度 場所 活動内容 

2018 隠岐の

島町 

・隠岐の島町で開催されたイベントに併せて、地元児童に対しチェーンソーア

ート、マイ箸作りを盛り込んだ木育イベントを実施。 

2019 出雲市 

邑智郡 

・出雲市立大社小学校の児童を対象に、伐倒・植樹体験をはじめとした木育

教室を開催。 

・邑南町立瑞穂小学校の児童を対象に、森林組合の生産現場見学、林業機

械体験、木材共販市場訪問など、木材の一連の流れを追うツアーを実施。 

2020 出雲市 ・出雲縁結び空港ターミナル内に、県産材を活用した御意見箱、スタンプ台、

出雲阿国像の台座を寄贈。 

2021 松江市 ・松江フォーゲルパーク園内に、県産材を活用した野外卓やベンチを寄贈。 

・出雲西高等学校の生徒を対象に、里山保全や森林林業について学ぶ木育

教室を開催。 

2022 益田市 ・匹見峡レストパークにベンチを寄贈。 

・益田市内の小学生を対象に箸づくりや植樹体験をはじめとした木育教室を

実施。 

 

 

 



３．県産材利用の重要性 

 2020 年 10 月、政府より「2050 年カーボンニュートラル」が宣言されて以降、その実現に向けて

「2050 年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」の策定や「国・地方脱炭素実現会議」の開

催など、「経済と環境の好循環」を目指した取組みが国を挙げて推し進められています。また、島

根県でも、2050 年の温室効果ガスの実質排出量ゼロ（ゼロカーボンシティ）を目指と表明されてい

ます。森林の二酸化炭素吸収量の確保や炭素の貯蔵効果がある木材の利用拡大を通じた温室

効果ガス排出量の削減への貢献に期待がかかるなか、県森連および農林中金では、県民の方々

に県産材を選んで使っていただけるよう、県産材の良さを発信してまいります。 

 

 

４. 本企画内容 

 県森連および農林中金は、島根県酒造組合への木製ぐい吞みの寄贈及び島根県酒造組合主

催の「しまねの地酒フェア」での木製ぐい吞みの来場者への配布を行います。松江・東京・大阪の

イベント会場への来場者にぐい吞みを日常的に使用いただくことで、島根県産材の香りと温もりを

楽しんでいただけることを期待しております。 

 

 

５. 今後の取組み 

今後も県森連および農林中金は森林の大切さの発信や、県産木材の利用拡大活動を含む県

内森林の「伐って・使って・植えて・育てる」という資源の循環利用を通じて、森林の「国土の保全」、

「水源の涵養」、「生物多様性の保全」、「地球温暖化防止」、「木材の生産」等の多面的機能の発

揮を図り、地域の振興と県民の豊かな生活づくりに貢献してまいります。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

島根県森林組合連合会  （遠藤） Ｔｅｌ： 0852-21-6247 

農林中央金庫 中国営業部 （石沢） Ｔｅｌ： 050-3853-0860 

 



【ご参考】   

島根県酒造組合について 

住 所 島根県松江市東津田町 1258-1 

代 表 者 田村 明男 

設 立 年 2005年 10月 

事業内容 島根県内 28 の蔵元を組合員として組織される法人であり、島根の清酒のＰＲ事業・

需要開発事業、酒造好適米の確保事業等を実施している。 

関連 URL https://shimane-sake.or.jp 

 

島根県森林組合連合会について 

住 所 島根県松江市母衣町 55 

代 表 者 絲原 德康 

設 立 年 1941年 11月 

事業内容 県内 13森林組合を会員として組織されている法人であり、森林組合と一体となって

「森づくり・地域づくり・人づくり」に貢献し、健全な森林を守り育てるための活動を実

施している。 

関連 URL https://www.shimamori.or.jp 

 

農林中央金庫について 

住 所 東京都千代田区大手町 1丁目 2番 1号 

代 表 者 奥 和登 

設 立 年 1923年 12月 

事業内容 JA（農協）・JF（漁協）・JForest（森組）などからの出資および JAバンク・JFマリンバン

クの安定的な資金調達基盤を背景に、会員や農林水産業者、農林水産業に関連

する企業などへ貸付を行うとともに、運用の最終的な担い手として国内外で多様な

投融資を行い会員へ安定的に利益を還元。 

関連 URL https://www.nochubank.or.jp 

 


